
２０１２年 （Ｈ２４年） 

有機ＪＡＳ ・ ＭＯＡ自然農法 

            ｵﾎｰﾂｸ 髙橋農場 

過去２冬で有機質資材の冬季散布効果の優位性を確認

したので、今季は２０１１年１２月３・５日根雪初期の

全圃場にトラクタを乗り入れて、醗酵ケイフンペレッ 

（２０１２年 ４月１４日）      トを５００ｋｇ３１袋散布した。 

有機ＪＡＳ圃場としては、 

２０１１年１２月３・５日（５００ｋｇ４袋） 

醗酵ケイフンペレット機械散布 

１４７ｋｇ／反 

２０１２年２月２５・２６日（２０ｋｇ１５袋） 

２２ｋｇ／反 

    ３月 １日（２０ｋｇ４袋）  

３月１９日（２０ｋｇ５袋） １３ｋｇ／反 

 

（２月２５日） 

 ２月散布した意味合いは、有機質資材の分解時期をず

らす為。 

 ３月も同様ですが、融雪効果も加味しています。 

 結局、作物を播種する時の元肥を含めて４回に分けて

有機質を圃場に入れています。 

 

４月の雪融けになると、畑一面が白くなっていました。 

私としては、初めて見た光景に今年の収穫に想いを馳

せています。 

（３月 １日） 

   （４月１４日・左隅は一般圃場）           （４月１４日） 

                    －１－ 



２０１２年 ｵﾎｰﾂｸ 髙橋農場 

 ５月 １日 

 昨年の収穫終了後からこの圃場は反転耕起をしな

い事にしてみました。 

 約１ヶ月毎ロータリーで整地を２・３回行って、

根雪前にサブソイラで心土破砕を行っています。 

 

 

 

 

 

 ６月 １日 

 有機ＪＡＳ圃場での初めての試み 

 ② 疫病が進行する前に、芋の成長を進めておく 

  きたあかり（芋）は、小玉傾向で収量が少ない 

 ので、５月２９日に、パオパオで被覆しました。 

  

  除草の都合で、６月１７日に剥ぎました。 

 ③ キャベツを縦畝に導入 

  ５月２７・２８日 定植 

  ５月２９日にパオパオを掛けて防虫対策。 

 

６月２９日 

 

 キャベツは、防虫対策でパオパオを掛けっぱなし 

にしていますが、除草が問題です。 

 

 

 

 

 

 

 ６月２９日 

 緩衝地帯の作物として、休閑緑肥のひまわりを６

月１日に播種しましたが、なぜか芽が出ません。一

般圃場でも同様です。 

 

 仕方無く、７月３日にエンバクとひまわりを混ぜ

て播種しました。その後降雨もあり、無事に発芽し

ています。 

 

                   －２－  



２０１２年 ｵﾎｰﾂｸ 髙橋農場 

８月１２日 

ｻｯｼｰ： さやあかね： ﾉｰｻﾞﾝ･ﾙﾋﾞｰ： ｼｬﾄﾞｰ･ｸｲｰﾝ： きたあかり： とうや： ｷｬﾍﾞﾂ：黒大豆 

８月２０日 

        “ﾉｰｻﾞﾝ･ﾙﾋﾞｰ” から “とうや” まで 茎葉処理 

８月３０日 

               “さやあかね” 茎葉処理 

９月７日 サッシー 茎葉処理     １０月２２日 黒大豆 収穫 

  

きたあかりのパオパオ被覆は、考えた程の効果は無かった。 

芋も品種によってその生育時期が異なる。きたあかりは、後半肥大タイプらしく、肥大時期には

すでに茎葉が無く肥大できない。疫病が蔓延する前に肥大させる為に、来年は播種時期を早める比

較試験を考えています。 

－３－ 


